


















所在地●〒930-0806 富山県富山市木場町3-20
TEL●076-431-2711　開館時間●9:30～18:00（入館は17:30まで） 
休館●水曜日、祝翌日　公式サイト●https://tad-toyama.jp/

富山県美術館

子どもが主役の展覧会“教育企画展
教育企画展とは、富山県立近代美術館開館年度の
1981年から続く、子どもが主役の展覧会です。毎年、4
月から翌年1月の開催まで学校と美術館が協力してつく
りあげています。プログラム内容は、時代に応じて学校
や子ども達の状況によって変化してきており、アーティ
ストの招聘や、美術館の収蔵作品を子ども達の作品と
展示する試みを続けてきました。教育企画展のプログ
ラムは、5回程度を一区切りとして内容を組みなおして
おり、2017年度からは「START☆みんなのミュージア
ム」と題し、アーティストが富山県下の学校と連携授業
を行い、成果物を美術館で展示しています。中でも
2019年度は、新たな試みとして展示室内に遊べる体験
空間をつくり、学校以外で美術館に訪れた人にも楽しん
でもらえる工夫をふんだんに盛り込みました。

教育企画展の年譜
●1981‐92年度　「わたしたちの壁画」
計12回開催　参加校346校　制作参加人数25,700人
県内すべての小・中学校、特別支援学校が参加し学校ご
とに共同制作した壁画を展示。12回の開催で県内すべ
ての学校の参加を経て終了。

●1993年度「親と子でみる現代美術－まなぶ、あそぶ美術の世界」

●1994‐98年度「みんなでつくろう」
計5回開催　参加校79校　制作参加人数12,949人
共同制作に意欲的に取り組む学校から参加を募る「希望
出品制」に変更。絵画や立体などの区分にとらわれない
造形活動の成果を展示。

●1999年度「アート・ジャングル－こどもとたんけん」

●2000‐05年度「トライ・アート」
　計5回開催　参加校44校　制作参加人数5,476人

●2006年度「美術と遊ぼう　アートの迷宮」

●2007‐11年度「みんなのアートミュージアム」
　計5回開催　参加校38校　制作参加人数4,852人

●2012年度「スイスの絵本画家　クライドルフの世界」

●2013‐15年度「BANG-BANG!みよう×つくろう」
計3回開催　参加校25校　制作参加人数3,693人
「鑑賞」（みる）と「制作」（つくる）のコラボレーションをテー
マにした展覧会。児童生徒作品と、それに関連づけられる
美術館収蔵作品を同じ空間に展示。

●2016年度　富山県立近代美術館閉館

●2017‐19年度「START☆みんなのミュージアム」

START☆みんなのミュージアム2020

●先生たちとの協力
子どもたちの作品展示を行う教育企画展は、アーティスト
と学校の先生方、美術館学芸員が主導となり展覧会をつ
くりあげます。現在進行中の「START☆みんなのミュージ
アム」の参加募集は、富山県下の小・中・高・特別支援学
校に宛てて行いました。忙しい先生方のスケジュールや課
題に少しでも併せられるよう、参加単位は限定していませ
ん。全校、学年、クラス、部活など、やる気があれば、少人
数の単位も受け入れており、学校の枠を超えても構いま
せん。また、出品作品も立体や平面、映像、パフォーマンス
アートなどジャンルを問わず間口を広く、テーマも緩やか
に設定しています。これまでに先生方が参加したきっかけ
も様々でした。「子ども達の晴れ舞台をつくってあげたい」
「学校が創立100周年だからその記念に」「クラスの団結
力を高めたい」など作品制作や展覧会への出品という目
標を先生方は上手く学級活動に活用されています。また、
美術館展示の経験自体が、先生たちにとって初めてとなる
ため、学芸員と展示プランを入念に練りながら実現可能な
イメージをすり合わせ、理想の展覧会にしていきます。

●連携授業
2017年度より始まった教育企画展「START☆みんなの
ミュージアム」の特徴は、アーティストと子どもたちのコ
ラボレーション制作です。アーティストと美術館スタッフ
が学校に出張し、子ども達の状況や活動目標を先生と
話し合いながら授業内容を決定します。今年度は、富山
市立宮野小学校5年生と富山県立富山西高等学校美術
科目選択者の2校で連携授業を実施しました。

子どもが主役の展覧会“教育企画展”
富山県美術館 エデュケーター・学芸員：瀧川織恵

●体験展示の試み
今年度は、使用する展示室を1室増やし、創作体験コー
ナーを設けました。これは、START展で作品を展示した
学校の児童・生徒以外で、美術館に訪れた方々や未就
学児とその保護者の方にも創作体験や展示体験を楽し
んでもらおうと新たに提案したプログラムです。今年は、
ゲストアーティストの塩川岳さんがプロデュースしたエ
アドームをはじめ、8つの
プログラムが楽しめる空
間になりました。

■作家紹介／塩川 岳氏プロフィール
アートをコミニュケーションツールに、主に大学や小学
校・幼稚園などの教育機関と連携したプロジェクトを行
っています。

１９６６●東京都生まれ
１９９１●多摩美術大学美術学部絵画科油画専攻卒業
１９９３●多摩美術大学大学院美術研究科修士課程修了

工作コーナーエアドーム

塩川 岳さん
（しおかわたけしさん）

富山県立となみ東支援学校制作風景
【宮野小学校との連携授業の様子】

魚津市立西部中学校制作風景

富山市立堀川中学校黒部市立高志野中学校

作品の方向性を先生と決める

【各学校に出向き先生方と打ち合わせを行う】

テレビ電話を使った作家との打合せ

富山市立宮野小学校の作品
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会員企業の商品・技術を紹介しました。

研 修 会 開 催

県 内 企 業 視 察年末例会を開催しました。年 末 例 会 開 催

IoT導入に向けたトライアルを実施しました。I o T 活 用 事 業

商 材・技 術 提 案

　12月10日（火）に高岡商工ビルで年末例会を
開催しました。山下会長の挨拶・乾杯で懇親会を
スタートし、途中、山田酒店店主の山田勝久社長
から日本酒のお話しと試飲を楽しみながら、和や
かな懇親の時間を過ごしていただきました。
　最後に、西川副会長の中締めで閉会しました。
　56名の参加者をいただきました。

　厚生労働省の『時間外労
働等改善助成金』を活用し、
既存の加速度センサおよび
光センサに加え、新たに開
発した距離センサを使い生
産設備の稼動率および物の
位置情報の可視化を実施し
ました。実施結果について
は、一部の生産設備を除き
概ね良好な状況で展開しま
した。今後、更なる機能性
の向上に向け、課題を明確
にして取組んで参ります。

　1月29日（水）高岡市役所８F大会議室に参加者
50名を集め、「高岡市建設技術協会研究会」が開
催されました。地元企業の商材・技術を市の技能職
員に知っていただく事を目的に、会員企業の株式
会社 サン美術工芸の金森与志浩社長に「サン美術
工芸の商品について」と題して、同社が製造・販売
する商品の説明をして頂きました。
　有名ホテル・役所・学校や寺院仏閣など様々の方
面からの受注を受けている同社商品の優れた機能
を認識し、関心を寄せていただくことができました。

　2月7日（金）・8日（土）M＆P研究所とやまの所長 竹村
氏を講師に迎え、会員企業の上級者・管理者を対象とした
マネジメント研修会を開催しました。
　業務改善能力とマネジメント能力を高め、会社としての
生産性・収益性を高める考え方・手法について学んでいた
だきました。参加者は21名でした。

上級社員向け「モノづくりマネジメント研修」
を開催しました。

　1月29日（水）会員研修会を、株式会社ウイン・ディーで開催しました。
　株式会社ウイン・ディーは、アルミ製品などのデザインからモックアップ製作までのトータル技術を有する
企業で、昨年5月にオープンした、大型3面シミュレーション装置や3Dデーターを実寸大で仮想現実の体験
ができる「富山県総合デザインセンター バーチャルスタジオ」に隣接しています。参加者は20名でした。

第72回会員研修会（県内企業訪問）を
実施しました。

　1月20日（月）17：00からホテルグランテラス富山で、富山県機電工業会、富山県プラスチック工業会、とやま技
術交流クラブとの4団体主催「富山県ものづくり団体合同 新
年賀詞交歓会」が開催されました。来賓には石井知事、富山
大学齋藤学長をはじめ各公設機関、金融機関の長が参加さ
れました。山下会長の発声で乾杯し歓談しました。　新たな
年を迎え県内ものづくり産業の更なる発展の意気込みを感
じる交歓会でした。ものづくり団体のネットワークに寄与でき
たのではないかと思います。参加者総数は273名でした。

富山県ものづくり団体合同
新年賀詞交歓会が開催されました。

賀詞交歓会開催
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氏を講師に迎え、会員企業の上級者・管理者を対象とした
マネジメント研修会を開催しました。
　業務改善能力とマネジメント能力を高め、会社としての
生産性・収益性を高める考え方・手法について学んでいた
だきました。参加者は21名でした。

上級社員向け「モノづくりマネジメント研修」
を開催しました。

　1月29日（水）会員研修会を、株式会社ウイン・ディーで開催しました。
　株式会社ウイン・ディーは、アルミ製品などのデザインからモックアップ製作までのトータル技術を有する
企業で、昨年5月にオープンした、大型3面シミュレーション装置や3Dデーターを実寸大で仮想現実の体験
ができる「富山県総合デザインセンター バーチャルスタジオ」に隣接しています。参加者は20名でした。

第72回会員研修会（県内企業訪問）を
実施しました。

　1月20日（月）17：00からホテルグランテラス富山で、富山県機電工業会、富山県プラスチック工業会、とやま技
術交流クラブとの4団体主催「富山県ものづくり団体合同 新
年賀詞交歓会」が開催されました。来賓には石井知事、富山
大学齋藤学長をはじめ各公設機関、金融機関の長が参加さ
れました。山下会長の発声で乾杯し歓談しました。　新たな
年を迎え県内ものづくり産業の更なる発展の意気込みを感
じる交歓会でした。ものづくり団体のネットワークに寄与でき
たのではないかと思います。参加者総数は273名でした。

富山県ものづくり団体合同
新年賀詞交歓会が開催されました。

賀詞交歓会開催
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